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皆さん お元気でしょうか。 
残暑厳しい中、皆様ロータリー活動にお励みの事と存じます。8 月

11 日地区内クラブ会長会議が開催されました。台風 4 号の為 1 ヶ月

遅れの開催となりました。ロータリアンは 
地域・職場・グループのリーダーです。そのロータリアンの集うク

ラブの会長はリーダーの中のリーダーです。各クラブ会長は選ばれ

て、この 1 年間最も注目される場所に立っています。人一倍多くの

荷を背負って立ち誰よりも長く集中力を持続しなければなりません。 

全力投球で事に当たる覚悟と共に率先して実行する人物であることが期待されています。たい

まつを掲げて行く先を照らし炎の熱さを後に続くメンバーに感じてもらい乍らクラブをリード

しなければなりません。にこやかに胸を張って仲間を信じて前進しましょう。地区のチームは

全力で貴方を支援いたします。自信を持ってクラブをリードして下さい。 
そしてロータリー楽しんで下さい。 
我々に泣き所が在るとすれば、会員の能力や熱意を充分に活用していない事ではないでしょう

か。あなたの周りに、力を持て余しているロータリアンはいませんか。あなたが会長として熱

く語りかけ協力を要請して励ましと動機付けを行うならばメンバーは揃ってあなたを助けてく

れます。 
  9 月は“新世代月間”です 
ロータリアンは若者のお手本でなければなりません、世界中の若者が交換留学生になれば世界

は大きく変化すると思います。戦争は無くなるかも知れません。青少年は我々の未来です。ロ

ータリアンは新世代プログラムに積極的に参加して、リーダーシップを身に付けた若者を育て

なければ成りません。インターアクト・ローターアクト・ライラ・青少年交換が主なプログラ

ムです。 本年度はこれらのプログラムを継続的に実践支援することはもちろんですが、特に

ライラ＝“ロータリー青少年指導者育成プログラム”＝の活動に全てのクラブが若者を伴って

参加して欲しいのです。2008,05,04 から大阪府海洋センターで開催される予定です。 
ロータリアンとしてリーダーシップを持って若者と正面から向き合い企業人としての誇り、ロ

ータリーのプログラムやロータリーの楽しさ、哲学、若者達への期待などなど大いに語りまし

ょう。本当の自分を発見して自信を持ち将来の夢や希望を自分の言葉で語ることの出来る若者

を育てましょう。私は前年度のライラセミナーに参加してエネルギーに溢れた若者と 3 日間を

一緒に過しました。私は大変に疲れてしまいました。そして心ならずも居眠りをしてしまいま

した。イビキをかいたそうです。当然大変お叱りを受けました。 
しかし 何故か大変さわやかで心楽しく忘れられないライラとなりました。 
各クラブのリーダーや担当者、特に青少年ライラ委員会の活躍に大いに期待しております。 

ガバナーメッセージ 
国際ロータリー第 2640 地区

ガバナー  平原 祥彰
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新世代月間によせて 

 
 
 
 

新世代部門カウンセラー  
ローターアクト委員長   水田 博史  

 
 

9 月は、新世代のための月間です。1996-97 年度から「青少年活動月間」が「新世代のための

月間」と称されることとなりました。皆様方にはこの月間に当り更に新世代のための活動につ

いて深いご理解を賜り、進んで活動していただきたくお願い申し上げます。 
 
ロータリーでは、未来を担う新世代の若者達に大きな夢と希望と期待を持っています。未来

を築くのは若い人達によって作られていきます。ロータリーの将来も、この若者達の努力と活

動によって作られていくからです。 
 
今日現代の社会は、科学技術の進歩に伴い生活習慣が大きく変わりつつあり、人々の心のふ

れ合いが希薄となり、地域社会への関心も薄れているのが現状ではないでしょうか、そのため

日々大きな障害が起こっております。 
 
このような時こそ、若者達の人生にじかに手を触れ、ささやかながらも力強く人間味あふれ

る親切心でもって若者達の人生を豊かにすることに進んで行動しなければならないと思います。 
 
かつて、ポールハリスは、青少年グループへのメッセ－ジとして「少年時代に再び戻ること

ができるとしたら、私がする最初のことは、私自身と周囲の大人との理解を深めることです。

誰もが他の誰かを理解したとしたら、人々のあいだのトラブルはほとんどなくなるでしょう。

少年たちを本当に援助するために、できる限り少年の目をもつようにすべきです」と話してい

ます。 
 
若者達は、決して希望を失っていません。自分たちの輝かしい未来を信じています。若い人

達との語り合い、手をさし伸べ共に苦労しながら希望をかなえられるよう行動することが私達

のつとめです。 
 
新世代の人達がより良き精神と自信をもって、人々のために尽くすことのできる実のある人

生を送れるよう、各ロータリアンは、青少年の模範となるべきだと思います。そのためにロー
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タリーは、新世代のためのセミナーの開催やインターアクト・ローターアクト並びに青少年交

換や RYLA 等の素晴らしいプログラムを新世代のために積極的に推進することが大切であると

思います。 
 
新世代を語らずして未来を語ることはできません。若者達こそが 21 世紀の未来を担うのです。

21 世紀のロータリーは、若者達の潜在能力を存分に発揮できるよう手を差し伸べる必要がある

でしょう。 
 
ここで、私はローターアクト委員長を兼ねていますのでローターアクトについて少し述べて

おきたいと思います。 
 

ローターアクトクラブは、地域社会を母体として、ロータリークラブの提唱により設立され

ています。ローターアクトクラブは、より意欲的なプロジェクトに取り組み、自主的に活動す

ることが可能です。自分自身の奉仕活動計画のほかにも、人材育成、人前で話すこと、職能開

発などにも焦点を合わせています。ローターアクトは、年齢が 30 歳に達すると退会しなければ

なりません。 
ロータリークラブは若い人達の活力に期待をしているので、ロータリーの奉仕活動の価値を

理解し、ローターアクトはロータリーへの架け橋であることをも理解し、未来のロータリアン

となることに意欲を燃やすことも人間形成に大いに役立つのではないでしょうか。ロータリー

ではローターアクトの卒業者が少しでも入会し易いように、本年の規定審議会では「過去 2 年

間にローターアクト・クラブ会員であった者に対し、ロータリー・クラブ入会金の支払いを免

除する」ことの立法案を採択しています。 
 
 インターアクト、ローターアクトのようなプログラム、それにロータリー青少年指導者養成

プログラム(RYLA)はそれらに参加した人ばかりでなくロ－タリ－の未来にとっても、大きな価

値をもっているのです。 
 
 2007-08 年度のウイルキンソン RI 会長は、メッセージのなかで「ローターアクト・クラブか

インターアクト・クラブを提唱する年にしようではないか、そんな意気込みのある年度となる

ことを私たちに望んでいます」とも云っておられます。私達は、この期待に応えるべく努力し

たいと思います。 
 
 「ロータリーは分かちあいの心」で頑張りましょう。 
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2007～2008 年度 青少年･ライラ委員会活動について 

 
青少年ライラ委員会 委員長 

瀧 成和 
 
 ロータリークラブが取り組むべき問題として次のことを忘れてはなら

ないと思います。 
それは第１に普通の親が、自分の子供を普通に育てるということが非常

に難しくなっているということ。これには先ず子育てを担う親の問題から始めなければならな

いようです。例えば学校給食費を、「義務教育中は学校で世話してくれるべきものだ！」などと

言って給食費の支払いをしない親が増えていること、実際には町によって異なりますがそんな

親が 10 パーセント近くいるところもあるそうです。現在の学校では、授業ができないほど騒ぐ

生徒がいて、そのことを親が無関心でいる有様で親に対してどう対処すべきか苦慮いる所が多

いと聞いています。核家族化の成れの果てともいうべき状態とも思います。第２に親が子育て

を充分に出来ない状態（会社の倒産、サラ金地獄、鬱病などに落ち込む）になる場合、本人の

心がけもあるでしょうが、思いやりの心などをいつくしむことなどは難しくなってしまいます。

第 3 に、日本国内が競争社会となっていて自分が、他人の後塵を踏まない為にとしゃかりきに

なり余裕がなくなっている人が多くなっている事です。このようなことは、まだまだいくらで

も出てくることと思います。したがって善悪の判断基準を誤って持ってしまう可能性も高く、

将来を考えるとおおきな危惧であります。即ちロータリアンとしては、街ぐるみで子供達を育

てていくというようなよき社会環境を築くべく努力をする要があると思います。 
さてインターアクト、ローターアクトというＲＣが提唱して国際社会に親しみ、地域奉仕な

どに励む若人を慈しむ事業は、年間を通じて行っているものでありますから、より素晴らしい

社会を築くための有意な人を育成するものと捉える事が出来ると思います。2640 地区の多くの

若い人たちに是非入って頂きたいと思うのですが、クラブの数も、アクトの会員も伸び悩んで

いるのが現実です。そこで当地区で行います地区ＲＹＬＡでは、研修生として参加された人に

は、自分と異なる若い人々（年齢、国籍、仕事や通学先など）の中で、自らの意見を主張しコ

ミュニケーションを図る経験をしてもらいます。そのために短時間で仲間意識を持つ為のアウ

トドア活動をし、ある環境（海洋センター等）の中で準備されたプログラムを体験してもらっ

ています。それが未来の指導者としてのきっかけつくりの第一歩となり自立するための啓発と

なればいいのではないかと考えております。とくに当地区の特徴的なこととして、例年たくさ

んの外国研修生も参加し活発に意見を述べ積極的に活動します。ですから短期に日本語に堪能

となった彼らの努力に刺激され、自分も未来に羽ばたこうと啓発される若者が多くいる事が上

げられます。テーマにたいして自ら気づき自己判断して決定する経験は、きっと自信と勇気を

持たせ自立への道標となることでしょう。今年度もこの視点でＲＹＬＡセミナーを行いたく存

じますので、多くの参加者を送って頂きたく存じます。 
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インターアクトについて 

 
 
 
 

国際ロータリー第 2640 地区 
インターアクト委員長 

藤田 正俊 
 
インターアクト要覧には冒頭に次のようにインターアクトとはどういうものなのかを書いてい

ます。 
（インターアクトとは、年齢１４歳から１８歳までの青少年または高校生のためにロータリー

が提唱する奉仕クラブで、楽しく意義ある奉仕プロジェクトに参加する機会を青少年に与える

ものです。インターアクターは新しい友人を作りながら、指導者としての技能と積極的な行動

力を習得します。） 
 
 現在世界の１２０カ国に１１１００ものクラブを擁し、その若い会員の数は２５００００人

を超えており、今なお発展し続けています。 
我が２６４０地区には現在１１クラブが結成されており、地区としてのインターアクトのこの

一年間の活動計画は、年次大会に始まりリーダーシップフォーラム、国際交流親睦会、海外研

修オリエンテーション、海外研修、海外研修報告会、新入生歓迎会を行う予定です。又、各中

学、高校のインターアクトクラブにおいては提唱ロータリークラブの支援や指導をしていただ

いて、自分の学校や、地元地域社会に奉仕するもの又、国際理解と国際平和を推進するもの等

の各学校独自の特色ある色々な奉仕事業を行っています。 
 今年度のインターアクトの事業はすでに７月２８日に２００７－２００８年度のインターア

クト年次大会が、和歌山大学のシステム工学部において総勢１７０名の参加のもと開催され、

午前中は、開会式ならびに記念講演「マヤでの国際支援活動について」を興味深く又、感銘を

受けて聞き、昼食後よりシステム工学部の７つの研究室の協力により生徒達は、普段経験した

ことのない色々な体験をさせてもらい、大変有意義な時間をすごし、あっという間に閉会式の

時間となってしまいました。 
 今後のインターアクト活動もインターアクター達にとってよりよい研修プログラムを、行っ

てゆきたいと思いますので、すべてのロータリアンの方々のご支援ご協力をお願いいたします。 
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７７    月月  

中島
なかしま

 正
ただし

 
所属クラブ：御坊南ＲＣ 

職 業 分 類：バス事業 

生 年 月 日：1960 年 1 月 25 日

高山
たかやま

 武志
た け し

 
所属クラブ：羽曳野ＲＣ 

職 業 分 類：住宅設計 

生 年 月 日：1964 年 4 月 26 日

北川
きたがわ

 富和
とみかず

 
所属クラブ：羽曳野ＲＣ 

職 業 分 類：住宅建築 

生 年 月 日：1943 年 9 月 13 日

藤原
ふじわら

 茂
しげ

富
とみ

 
所属クラブ：羽曳野ＲＣ 

職 業 分 類：衣料品販売 

生 年 月 日：1944 年 7 月 14 日

山本
やまもと

 将之
まさゆき

 
所属クラブ：羽曳野ＲＣ 

職 業 分 類：記帳代行 

生 年 月 日：1965 年 3 月 11 日

松浪
まつなみ

 雄二
ゆ う じ

 
所属クラブ：羽曳野ＲＣ 

職 業 分 類：商業銀行 

生 年 月 日：1958 年 3 月 21 日

中村
なかむら

 順
じゅん

 
所属クラブ：橋本ＲＣ 

職 業 分 類：商業銀行 

生 年 月 日：1958 年 7 月 8 日 

佐藤
さ と う

 正
ただし

 
所属クラブ：橋本紀ノ川ＲＣ 

職 業 分 類：旅館 

生 年 月 日：1948 年 4 月 30 日

脇田
わ き た

 克
かつ

廣
ひろ

 
所属クラブ：橋本紀ノ川ＲＣ 

職 業 分 類：経営相談 

生 年 月 日：1950 年 12 月 24 日

川上
かわかみ

 隆夫
た か お

 
所属クラブ：泉大津ＲＣ 

職 業 分 類：自動車板金塗装 

生 年 月 日：1942 年 8 月 21 日

藪野
や ぶ の

 信
まこと

 
所属クラブ：泉大津ＲＣ 

職 業 分 類：神道 

生 年 月 日：1962 年 1 月 4 日 

井村
い む ら

 雅則
まさのり

 
所属クラブ：泉佐野ＲＣ 

職 業 分 類：銀行 

生 年 月 日：1959 年 6 月 4 日 

竹村
たけむら

 司朗
し ろ う

 
所属クラブ：海南ＲＣ 

職 業 分 類：電気設備 

生 年 月 日：1951 年 8 月 10 日

神出
じ ん で

 直
なお

治
じ

 
所属クラブ：海南西ＲＣ 

職 業 分 類：レストラン 

生 年 月 日：1943 年 3 月 12 日
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西川
にしかわ

 貢
みつぐ

 
所属クラブ：貝塚ＲＣ 

職 業 分 類：ホテル業 

生 年 月 日：1947 年 4 月 4 日 

柳生
やぎゅう

 元成
もとなり

 
所属クラブ：貝塚ＲＣ 

職 業 分 類：質商 

生 年 月 日：1959 年 1 月 1 日 

南
みなみ

 良
よし

幸
ゆき

 
所属クラブ：河内長野東ＲＣ 

職 業 分 類：病院 

生 年 月 日：1970 年 6 月 10 日

中大路
なかおおじ

 均
ひとし

 
所属クラブ：堺ＲＣ 

職 業 分 類：人口甘味料製造 

生 年 月 日：1948 年 9 月 20 日

森
もり

 恭 一
きょうかず

 
所属クラブ：堺泉ヶ丘ＲＣ 

職 業 分 類：自動車整備・販売

生 年 月 日：1955 年 4 月 12 日

安川
やすかわ

 信
のぶ

弘
ひろ

 
所属クラブ：堺泉ヶ丘ＲＣ 

職 業 分 類：運輸業 

生 年 月 日：1958 年 12 月 3 日

吉川
よしかわ

 晴
はる

雄
お

 
所属クラブ：新宮ＲＣ 

職 業 分 類：バス事業 

生 年 月 日：1948 年 7 月 4 日 

立山
たてやま

 壽
とし

幸
ゆき

 
所属クラブ：堺西ＲＣ 

職 業 分 類：ホテル 

生 年 月 日：1935 年 1 月 5 日 

万代
まんだい

 恒
つね

美
み

 
所属クラブ：堺おおいずみＲＣ

職 業 分 類：水道事業 

生 年 月 日：1934 年 2 月 17 日

松本
まつもと

 博子
ひ ろ こ

 
所属クラブ：田辺はまゆうＲＣ

職 業 分 類：料理店 

生 年 月 日：1953 年 4 月 2 日 

安井
や す い

 正好
まさよし

 
所属クラブ：田辺はまゆうＲＣ

職 業 分 類：土木 

生 年 月 日：1947 年 12 月 7 日

佃
つくだ

 光
ひかる

 
所属クラブ：富田林ＲＣ 

職 業 分 類：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾎﾞｰﾄﾞ販売

生 年 月 日：1945 年 10 月 15 日

吉田
よ し だ

 和枝
か ず え

 
所属クラブ：田辺東ＲＣ 

職 業 分 類：ﾎﾃﾙ･旅館･ﾚｽﾄﾗﾝ業

生 年 月 日：1942 年 10 月 23 日

髙
たか

野
の

 真光
まさみつ

 
所属クラブ：和歌山ＲＣ 

職 業 分 類：ラジオ･テレビ放送

生 年 月 日：1952 年 11 月 21 日

西川
にしかわ

 雅弘
まさひろ

 
所属クラブ：和歌山城南ＲＣ 

職 業 分 類：コンピュータ 

生 年 月 日：1956 年 5 月 20 日

宮脇
みやわき

 正明
まさあき

 
所属クラブ：和歌山南ＲＣ 

職 業 分 類：創作料理 

生 年 月 日：1959 年 8 月 2 日 
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岩本
いわもと

 研
けん

 
所属クラブ：和歌山南ＲＣ 

職 業 分 類：医薬品販売 

生 年 月 日：1950 年 4 月 30 日
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訃 報  謹んでご冥福をお祈り申し上げます 

 

柿本
かきもと

 敏雄
と し お

（粉河ＲＣ） 
２００７年７月９日死去 

在籍期間：４０年６ヶ月 名誉会員２７日 

職業分類：衣料品販売 

ポールハリスフェロー：１回 

米山功労者：３回 

生年月日：１９３２年７月１０日 

 

 

 

 

道簱
みちはた

 聖
とし

明
あき

（河内長野ＲＣ） 
２００７年７月１５日死去 

在籍期間：１８年２ヶ月 

職業分類：給配水工事 

ポールハリスフェロー：マルチプル２回 

           ベネフェクター 

米山功労者：マルチプル３回 

生年月日：１９４４年１月２９日 

 

 

 

 

黒田
く ろ だ

 安信
やすのぶ

（和歌山中ＲＣ） 
２００７年６月１３日死去 

在籍期間：１１年８ヶ月 

職業分類：石油製品販売 

ポールハリスフェロー：ＰＨＦ 

米山功労者：第１回米山功労者 

生年月日：１９４８年７月３日 
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ＰＨＦ・ベネファクター（７月分） 
 

お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

坊岡 進 10 有田南 新井 正準 2 忠岡 

畑田 美雄 BE 羽曳野 小島 清明 2 忠岡 

山口 和吉 3 羽曳野 小島 保洋 2 忠岡 

竹中 栄治 4 羽曳野 萬野 俊史 3 忠岡 

豊川 文雄 3 羽曳野 白野 和彦 2 忠岡 

中川 秀彰 BE 和泉南 田辺 元一 2 忠岡 

亀井 茂 7 岸和田 寺本 正徳 2 忠岡 

岸田 次郎 6 岸和田 渡辺 寛一 4 忠岡 

永井 一夫 8 岸和田 木村 頼文 1 田辺 

寺下 邦彦  松原 寺下 浩彰 3 和歌山東 

田辺 毅一  那智勝浦 松田 洪毅 4 和歌山東 

玉置 泰作 1 那智勝浦 谷口 文利 2 和歌山東 

中田 学  堺北 稲田 穰治  和歌山城南 

國井 豊 3 堺北 北村 恒男  和歌山城南 

山ノ内 修一 1 堺北 阪井 敬朗 2 和歌山城南 

脇村 利恵子 2 堺西 上野 幸勇 1 和歌山城南 

三瀬 徹 1 堺西 岡本 昭三 17 和歌山南 

荻田 一夫 2 堺東南 浦 文計  和歌山南 

   田中 章慈 BE 和歌山南 

数字はマルチプルの回数   ＢＥはベネファクター 
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米 山 功 労 者（７月分） 

 

お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

畑田 美雄 2 羽曳野 玉井 洋司 2 田辺 

川西 得雄 1 松原 松田 洪毅 11 和歌山東 

濵口 正義 21 堺西 谷口 文利 2 和歌山東 

乾 恭三 3 新宮 寺下 浩彰 5 和歌山東 

岩橋 修 3 白浜 田村 公之 7 和歌山南 

荷稻 實 2 田辺    
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（財）ロータリー米山記念奨学会ニュース 

･････････････････････････････････････････････････････････････････ 

2007 年 8 月 13 日発行 

 

･････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

１．寄付金速報 ― 2007 年度の予算、14 億 5 千万円を目指して ― 

２．2008 学年度の指定校が決定！ 

３．ちょっと新しくなった『豆辞典』が登場します 

４．お待たせしました！好評の『米山学友の群像』 第２号発行 

５．ネパールに識字教育のＮＧＯを立ち上げ【米山学友ラジブ・シュレスタさん】

40 周年記念オリジナル切手シートは完売しました 
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創

立された皆様の資料室です。 
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、1 万９千余点を収集・整備し皆様

のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の

出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。 
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用

願います。以下資料のご紹介を致します。 
 

先輩のロータリー観（２） 

 

◎「サービス思想の意味するもの」 塚本義隆 大阪 R.C. 1972 66p 

◎「フォアウエイ・テストは前進する」 大阪 R.C.  1972 42p  

◎「小話「フォアウエイ・テスト」」 塚本義隆 大阪 R.C. 1976 21p   

◎「フォアウエイ・テストの日本語訳は正しいか」  塚本義隆 D.366 1974 20p 

◎「浪費ひどすぎる≪こうして物を大切に≫」 塚本義隆 D.366 1975 49p 

◎「むつかしくはないヴォケーショナル・サービス」 塚本義隆 大阪 R.C. 1976 30p  

◎「ロータリー定礎の三人」 塚本義隆 大阪 R.C.・D.266 1979 42p 

◎「ロータリアンのお題目」 塚本義隆 大阪 RC 1979 29p 

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF）］ 

文 庫 通 信（240 号） 

ロータリー文庫 

〒１０５－００１１ 
東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階 TEL(03)3433-6456・FAX(03)3459-7506 

http://www.rotary-bunko.gr.jp
         開館＝午前 10 時～午後 5 時   休館＝土・日・祝祭日 
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第 2640 地区 出 席 報 告（2007 年 7 月） 

 
会員数 入会 退会 会員数 入会 退会 

クラブ名 
05.7.１ 7 月末 7 月 累計 7 月 累計 

例
会
数 

7 月
出席率

平 均
出席率

クラブ名 
05.7.１ 7 月末 7 月 累計 7 月 累計 

例
会
数 

7 月
出席率

平 均
出席率

有 田 37 37 0 0 0 0 4 86.90 86.90 大 阪 狭 山 5 5 0 0 0 0 4 85.00 85.00 

有 田 南 38 38 0 0 0 0 5 91.88 91.88 りんくう泉佐野 26 26 0 0 0 0 4 84.42 84.42 

有 田 ２ ０ ０ ０ 20 20 0 0 0 0 4 78.75 78.75 堺 77 78 1 1 0 0 4 88.49 88.49 

藤 井 寺 12 12 0 0 0 0 5 98 98 堺 東 33 33 0 0 0 0 4 98.28 98.28 

藤 井 寺 し ゅ ら 16 16 0 0 0 0 4 92.20 92.20 堺 北 西 14 14 0 0 0 0 5 73.84 73.84 

御 坊 55 55 0 0 0 0 4 85.72 85.72 堺 泉 ヶ 丘 23 25 2 2 0 0 5 95.83 95.83 

御 坊 東 20 20 0 0 0 0 4 83.75 83.75 堺 北 37 37 0 0 0 0 4 75.00 75.00 

御 坊 南 33 34 1 1 0 0 5 89.09 89.09 堺 南 37 37 0 0 0 0 4 87.50 87.50 

羽 曳 野 29 33 5 5 1 1 4 92.20 92.20 堺 中 30 30 0 0 0 0 4 65.74 65.74 

羽 衣 24 24 0 0 0 0 4 76.04 76.04 堺 南 西 5 5 0 0 0 0 4 80 80 

阪 南 15 15 0 0 0 0 4 96.67 96.67 堺 西 25 26 1 1 0 0 4 89 89 

橋 本 55 55 1 1 1 1 4 88.94 88.94 堺 お お い ず み 32 33 1 1 0 0 4 89.40 89.40 

橋 本 紀 ノ 川 22 24 2 2 0 0 5 89.00 89.00 堺 フ ェ ニ ク ス 22 22 0 0 0 0 4 73.75 73.75 

岩 出 29 29 0 0 0 0 4 97.41 97.41 堺 清 陵 24 24 0 0 0 0 4 94 94 

和 泉 39 39 0 0 0 0 4 79.41 79.41 堺 泉 北 12 12 0 0 0 0 4 85.16 85.16 

和 泉 南 35 37 2 2 0 0 4 60.80 60.81 堺 東 南 14 14 0 0 0 0 4 81.82 81.82 

泉 大 津 50 52 2 2 0 0 4 82.06 82.06 泉 南 23 23 0 0 0 0 4 80.95 80.95 

泉 佐 野 34 34 1 1 1 1 4 90.18 90.18 新 宮 59 59 1 1 1 1 4 84.39 84.39 

海 南 45 46 1 1 0 0 4 79.60 79.60 白 浜 17 17 0 0 0 0 4 100 100 

海 南 東 69 69 0 0 0 0 4 83.82 83.82 忠 岡 15 15 0 0 0 0 4 59.62 59.62 

海 南 西 24 25 1 1 0 0 4 82.00 82.00 太 子 6 6 0 0 0 0 4 70.83 70.83 

貝 塚 20 22 2 2 0 0 5 98.18 98.18 高 石 30 30 0 0 0 0 4 79.00 79.00 

貝 塚 コ ス モ ス 21 21 0 0 0 0 4 88.10 88.10 高 師 浜 21 21 0 0 0 0 4 81.46 81.46 

関西国際空港 35 36 1 1 0 0 5 64.52 64.52 田 辺 85 84 0 0 1 1 4 90.35 90.35 

河 内 長 野 31 30 0 0 1 1 4 81.90 81.90 田 辺 は ま ゆ う 39 41 2 2 0 0 4 78.66 78.66 

河 内 長 野 東 26 27 1 1 0 0 4 86.25 86.25 田 辺 東 50 51 1 1 0 0 3 100 100 

岸 和 田 54 53 0 0 1 1 4 83.67 83.67 富 田 林 37 38 1 1 0 0 4 78.12 78.12 

岸 和 田 東 56 56 0 0 0 0 4 87.00 87.00 富 田 林 南 21 21 0 0 0 0 4 89.06 89.06 

岸 和 田 北 31 31 0 0 0 0 5 95.05 95.05 和 歌 山 73 74 1 1 0 0 5 84.76 84.76 

岸 和 田 南 21 21 0 0 0 0 4 94.05 94.05 和歌山アゼリア 44 44 0 0 0 0 4 80.11 80.11 

粉 河 23 23 0 0 0 0 4 94.56 94.56 和 歌 山 東 58 58 0 0 0 0 4 93.90 93.90 

高 野 山 25 25 0 0 0 0 4 79.00 79.00 和 歌 山 城 南 39 40 1 1 0 0 4 88.19 88.19 

串 本 10 10 0 0 0 0 5 72.00 72.00 和 歌 山 北 47 47 0 0 0 0 4 80.00 80.00 

松 原 39 38 0 0 1 1 5 83.85 83.85 和 歌 山 南 87 89 2 2 0 0 4 89.15 89.15 

松 原 中 23 23 0 0 0 0 4 79.79 79.76 和 歌 山 中 32 32 0 0 0 0 4 78.85 78.85 

美 原 24 24 0 0 0 0 4 90.50 90.50 和 歌 山 西 20 20 0 0 0 0 4 94.74 94.74 

那 智 勝 浦 20 20 0 0 0 0 4 76.32 76.32 和 歌 山 東 南 39 39 0 0 0 0 4 86.49 86.49 

大 阪 金 剛 30 30 0 0 0 0 4 79.98 79.98      

 
クラブ 7 月 1 日クラブ会員数 7 月末クラブ会員数 入会 退会 

男性 2315 女性 133 男性 2343 女性 131

7 月平均 

出席率 7 月 累計 7 月 累計 
76 

2448 2474 84.74 34 34 8 8



 
 

９  月  新世代のための月間 
１日 (土)   

２日 (日) 地区危機管理委員会 ＭＩＺＵＫＩ 

３日 (月)   

４日 (火) 公式訪問：和歌山ＲＣ（昼） ダイワロイネットホテル 

５日 (水) 公式訪問：堺おおいずみＲＣ（昼） 堺商工会議所 

６日 (木) 
公式訪問：富田林ＲＣ（昼） 
公式訪問：太子ＲＣ（夜） 
ローターアクト海外研修 

富田林市市民会館 
富田林市市民会館 
グァム 

７日 (金) ↓ 公式訪問：河内長野ＲＣ（昼） 河内長野市商工会館 

８日 (土) 
↓ クラブ米山委員長会議 (中止） 
↓ ＧＳＥ第 6 回オリエンテーション 

和歌山 JA ビル 
ガバナー事務所 

９日 (日) ↓第１回クラブ青少年交換委員長会議 きららリゾートホテル 

１０日 (月)   

１１日 (火) 公式訪問：堺東ＲＣ（昼） 堺商工会議所 

１２日 (水) 
公式訪問：和泉ＲＣ（昼） 
公式訪問：海南・海南東・海南西ＲＣ（夜） 

うお健 
海南保健福祉センター 

１３日 (木) 
公式訪問：堺西ＲＣ（昼） 
公式訪問：富田林南ＲＣ（夜） 

リーガロイヤルホテル堺 
すばるホール 

１４日 (金) 公式訪問：堺北ＲＣ（昼） ホテル第一堺 

１５日 (土) クラブロータリー財団委員長会議および国際親善奨学生帰国報告会 和歌山 JA ビル 

１６日 (日) 
クラブ職業奉仕委員長会議 
インターアクト・リーダーシップフォーラム（ホスト：高野山高校、開智高校） 
ＧＥＴＳ 

和歌山 JA ビル 
九度山町民武道館 
ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ新高輪 

１７日 (月)   

１８日 (火) 公式訪問：堺北西ＲＣ（昼） もず野 

１９日 (水) 公式訪問：羽曳野ＲＣ（夕方） 生活文化情報センター 

２０日 (木) 
公式訪問：岸和田南ＲＣ（昼） 
公式訪問：羽衣ＲＣ（夜） 

岸和田市立浪切ホール 
ホテルサンルート関空 

２１日 (金)   

２２日 (土) クラブ世界社会奉仕委員長会議 和歌山 JA ビル 

２３日 (日)   

２４日 (月) 第 2 回諮問委員会（予定）  

２５日 (火)   

２６日 (水) 公式訪問：和歌山東南ＲＣ（昼） ルミエール華月殿 

２７日 (木) 公式訪問：堺東南ＲＣ（夜） サンパレス 

２８日 (金) 公式訪問：御坊ＲＣ（昼） 御坊商工会館 

２９日 (土) ＩＭ８組（ホスト：堺ＲＣ） リーガロイヤルホテル堺 

３０日 (日) 
2008～2009 年度長期派遣学生地区選考試験および面接 
派遣学生の保護者に対する説明会（学生と保護者が参加） 

テクスピア大阪 

 

 

 

 
 

国際ロータリー第２６４０地区 

ガバナー事務所のご案内 

 

〒640-8215 和歌山市橋丁 23 サイバーリンクス N-4 ビル 2F 

Ｔ Ｅ Ｌ （073）４２８－２６４０ 

Ｆ Ａ Ｘ （073）４２８－２６４３ 

Ｅ-ｍａｉｌ info@rid2640g.org 

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.rid2640g.org/hirahara/ 

勤 務 時 間 9：00～17：00（土・日・祝日は休み） 

ＳＴＡＦＦ 代表幹事 宇田 勝彦 

事 務 職 員 山本千恵子 平田有紀子 
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